
政
令
第

号

環
境
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

環
境
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
二
十
六
号
中
「
第
五
条
第
十
三
号
」
を
「
第
五
条
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
五
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
水
・
大
気
環
境
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」

を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
中
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
六
号
と
し
、
第
九
号

か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
十
三
号
中
「
規
制
等
に
関
す
る
こ
と
」
の
下
に
「
（
発
生
機
構
が
未
解

明
な
化
学
物
質
汚
染
の
防
止
の
た
め
に
行
う
も
の
並
び
に
水
・
大
気
環
境
局
及
び
自
然
環
境
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く

。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
十
一
号
と
す
る
。

第
六
条
第
十
三
号
中
「
及
び
地
球
環
境
局
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
十
五
号
と
し
、
同
条
中
第
十
二
号
を
第
十
四
号
と
し

、
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。



六

環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
に
関
す
る
基
準
等
の
策
定
及
び
規
制
等
に
関
す
る
こ
と
（

自
動
車
の
交
通
に
起
因
し
て
生
ず
る
大
気
の
汚
染
及
び
特
定
特
殊
自
動
車
排
出
ガ
ス
に
よ
る
大
気
の
汚
染
の
防
止
に
関
す

る
事
務
に
関
連
す
る
も
の
に
限
る
。
）
。

七

環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
の
海
洋
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
基
準
等
の
策
定
及
び
規
制
等
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
条
第
十
二
号
中
「
（
地
球
環
境
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
十
三
号
と
し
、
同

条
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
五
号
中
「
第
三
十
八
条
第
四

号
」
を
「
第
三
十
八
条
第
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号

と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

「
環
境
保
全
対
策
課

「
地
球
温
暖
化
対
策
課

第
二
十
六
条
中

を

に
改
め
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
課
」

国
際
連
携
課

」

第
二
十
七
条
中
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
削
り
、
第
八
号
を
第
五
号
と
し
、
第
九
号
を
第
六
号
と
す
る
。

第
二
十
八
条
を
削
る
。



第
二
十
九
条
中
「
（
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
務
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
一
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
水
・
大

気
環
境
局
及
び
国
際
連
携
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
こ
の
号
」
の
下
に
「
及
び
次

条
第
一
号
」
を
、
「
規
制
等
に
関
す
る
こ
と
」
の
下
に
「
（
国
際
連
携
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同

条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
の
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す
る
基
準
等
の
策
定
及
び
規
制
等
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
九
条
を
第
二
十
八
条
と
し
、
第
二
章
第
三
節
第
三
款
中
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
際
連
携
課
の
所
掌
事
務
）

第
二
十
九
条

国
際
連
携
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
関
す
る
国
際
協
力
、
国
際
機
関
及
び
国
際
会
議
並
び
に
海
外
と
の
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

二

環
境
省
の
所
掌
事
務
に
係
る
国
際
協
力
に
関
す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

三

環
境
省
の
所
掌
事
務
に
係
る
国
際
機
関
及
び
国
際
会
議
に
関
す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

四

環
境
省
の
所
掌
事
務
に
係
る
海
外
と
の
連
絡
に
関
す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

五

環
境
省
の
所
掌
事
務
に
係
る
海
外
に
対
す
る
広
報
に
関
す
る
こ
と
。



六

日
本
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
の
行
う
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
の
委
託
に
基
づ
く
開
発
途
上
地
域
か
ら
の
技
術

研
修
員
に
対
す
る
研
修
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
十
二
条
第
三
号
中
「
公
害
の
防
止
」
を
「
専
ら
環
境
の
保
全
を
目
的
と
す
る
事
務
及
び
事
業
」
に
、
「
大
気
」
を
「
人

の
健
康
の
保
護
及
び
生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
っ
て
、
大
気
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
に
関
す
る
基
準
等
の
策
定
及
び
規
制
等
に
関
す
る
こ
と
（

自
動
車
の
交
通
に
起
因
し
て
生
ず
る
大
気
の
汚
染
及
び
特
定
特
殊
自
動
車
排
出
ガ
ス
に
よ
る
大
気
の
汚
染
の
防
止
に
関
す

る
事
務
に
関
連
す
る
も
の
に
限
る
。
）
。

第
三
十
四
条
第
七
号
中
「
第
六
条
第
十
三
号
」
を
「
第
六
条
第
十
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
中
第

六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
の
海
洋
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
基
準
等
の
策
定
及
び
規
制
等
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
十
五
条
第
四
号
中
「
第
六
条
第
十
三
号
」
を
「
第
六
条
第
十
五
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第
八
号
中
「
地
球
環
境
局
及
び
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第



三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



理

由

環
境
省
の
所
掌
事
務
の
的
確
な
遂
行
を
図
る
た
め
、
地
球
環
境
局
に
国
際
連
携
課
を
置
く
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


